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こ
れ
が
デ
ジ
ャ
ブ（
既
視
感
）な
の

か
。い
ま
急
ピ
ッ
チ
で
進
め
ら
れ
て
い

る
、次
期
エ
ネ
ル
ギ
ー
基
本
計
画
の
土
台

と
な
る「
二
〇
五
〇
年
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー

ト
ラ
ル
の
実
現
へ
向
け
た
検
討
」議
論
を

巡
る
産
業
界
か
ら
の
発
言
を
聞
く
と
、過

去
の
同
じ
風
景
が
よ
み
が
え
る
。

　
時
計
の
針
は
一
〇
年
前
。政
権
交
代

を
果
た
し
た
民
主
党
政
権
は
、沖
縄
米
軍

基
地
返
還
を
巡
る
大
き
な
失
態
で
最
初

か
ら
つ
ま
ず
く
な
か
、東
日
本
大
震
災
が

発
生
。原
子
力
発
電
所
事
故
に
伴
い
、全

国
各
地
す
べ
て
の
原
発
が
停
止
。電
源
構

成
は
太
陽
光
発
電
を
中
心
と
し
た
再
生

可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
導
入
拡
大
に
大
き
く

舵
を
切
っ
た
。

　
こ
の
と
き
、経
済
界
や
産
業
界
が
野
党

だ
っ
た
自
民
党
な
ど
に
も
強
く
主
張
し

（
Ｌ
Ｎ
Ｇ
）の
代
わ
り
に
、ア
ン
モ
ニ
ア
や

水
素
を
燃
料
と
し
て
燃
焼
す
る
方
法
を

柱
に
置
い
た
。具
体
的
に
は
、ま
ず
石
炭

や
Ｌ
Ｎ
Ｇ
を
一
定
割
合
混
ぜ
る「
混
焼
」

か
ら
進
め
、五
〇
年
ま
で
に
専
焼
化
さ
せ

る
こ
と
を
目
指
す
。こ
の
戦
略
の
柱
で
あ

る
燃
料
ア
ン
モ
ニ
ア
と
水
素
製
造
は
、化

石
燃
料
由
来
と
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

由
来
の
二
つ
に
分
か
れ
る
。こ
の
う
ち
水

素
は
、製
造
の
た
め
の
原
料
と
Ｃ
Ｏ
２
排

出
有
無
に
よ
っ
て
大
き
く
三
つ
に
大
別
さ

れ
る
。一
つ
目
が
、化
石
燃
料
由
来
の
副

生
成
品
で
あ
る
水
素
が
製
造
過
程
で
Ｃ

Ｏ
２
を
大
気
中
に
放
出
し
て
し
ま
う
も
の

で「
グ
レ
ー
水
素
」と
呼
ば
れ
る
。

　
二
つ
目
は
グ
レ
ー
水
素
を
進
化
さ
せ
た

も
の
で
、「
ブ
ル
ー
水
素
」と
呼
ば
れ
る
。

具
体
的
に
は
、水
素
製
造
段
階
で
発
生

す
る
Ｃ
Ｏ
２
が
大
気
中
に
放
出
さ
れ
る
前

に
、Ｃ
Ｏ
２
を
回
収
・
利
用
・
貯
留
す
る

技
術「
Ｃ
Ｃ
Ｕ
Ｓ（
カ
ー
ボ
ン
リ
サ
イ
ク

ル
）」を
組
み
合
わ
せ
れ
ば
、化
石
燃
料

由
来
の
水
素
も
製
造
全
体
で
み
れ
ば
Ｃ

Ｏ
２
は
ほ
ぼ
ゼ
ロ
と
な
る
。日
本
が
導
入
・

拡
大
を
目
指
し
て
い
る
も
の
だ
。

　
三
つ
目
は
、水
を
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
で
電
気
分
解
し
て
水
素
を
製
造
す

て
い
た
の
が
、日
本
企
業
の「
六
重
苦
」

だ
っ
た
。六
重
苦
と
は
、①
超
円
高
②
法

人
税
の
実
効
税
率
の
高
さ
③
経
済
連
携

の
停
滞
・
減
少
④
電
力
コ
ス
ト
上
昇
問

題
⑤
派
遣
問
題
を
契
機
に
し
た
労
働
コ

ス
ト
上
昇
⑥
環
境
規
制
の
厳
格
化
―
―

を
指
す
。当
時
、為
替
は
一
ド
ル
一
〇
〇

円
を
下
回
る
円
高
が
進
行
、製
造
業
の
各

業
種
は「
こ
れ
ま
で
の
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル

が
成
り
立
た
な
い
」「
国
内
事
業
を
縮
小

し
海
外
へ
出
ざ
る
を
得
な
い
」な
ど
悲
鳴

が
相
次
い
だ
。

　
円
高
と
電
力
コ
ス
ト
上
昇
な
ど
に
よ

り
日
本
企
業
の
国
際
競
争
力
が
大
き
く

低
下
、国
内
の
立
地
競
争
力
も
失
っ
た
結

果
、産
業
の
空
洞
化
が
進
む
こ
と
へ
の
不

安
は
、株
式
市
場
低
迷
に
も
つ
な
が
っ
た
。

二
〇
一
二
年
末
に
誕
生
し
た
安
倍
政
権
の

る「
グ
リ
ー
ン
水
素
」だ
。
製
造
過
程

で
Ｃ
Ｏ
２
を
発
生
し
な
い「
グ
リ
ー
ン
水

素
」の
カ
ギ
を
握
る
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
は
、適
地
の
制
約
が
多
い
日
本
に
比

べ
、欧
米
な
ど
は
気
象
や
海
洋
条
件
が
恵

ま
れ
て
い
る
た
め
風
力
、太
陽
光
発
電
を

中
心
に
導
入
拡
大
が
今
後
も
続
く
。

産
業
が
感
じ
取
っ
た

「
潮
目
の
変
化
」

　
こ
れ
ま
で
企
業
が
取
り
組
ん
で
き
た

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン（
技
術
革
新
）を
国
が

支
援
し
、脱
炭
素
へ
向
け
た
取
組
み
を
加

速
さ
せ
る
こ
と
に
、産
・
官
・
学
が
連
携

し
て
取
り
組
む
な
か
、「
脱
炭
素
」を
取

り
巻
く
環
境
の
変
化
を
感
じ
取
る
企
業

経
営
者
も
増
え
て
い
る
。

　
代
表
例
が
自
動
車
産
業
だ
。（
一
社
）

日
本
自
動
車
工
業
会（
自
工
会
）は
今

年
三
月
以
降
の
豊
田
章
男
会
長
の
会
見

で
、「
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
は
エ
ネ

ル
ギ
ー
政
策
抜
き
に
は
語
れ
な
い
」と
し

た
う
え
で
、カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
に

よ
っ
て
ク
リ
ー
ン
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
調
達
で

き
る
国
や
地
域
へ
の
生
産
シ
フ
ト
が
進

み
、日
本
の
輸
出
や
雇
用
が
失
わ
れ
る
可

経
済
政
策「
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
」は
こ
う
し
た

事
情
を
酌
ん
だ
形
の
も
の
だ
っ
た
。

　
結
果
的
に
円
高
は
解
消
、株
式
市
場

も
Ｖ
字
回
復
を
果
た
し
た
。ま
た
、日
本

は
企
業
や
産
業
の
海
外
展
開
に
対
す
る

国
の
支
援
体
制
が
他
国
と
比
べ
弱
い
と

指
摘
さ
れ
続
け
て
き
た
が
、安
倍
政
権
は

イ
ン
フ
ラ
の
海
外
展
開
を
、政
・
官
・
財

挙
げ
て
進
め
て
い
っ
た
。

脱
炭
素
は

ゲ
ー
ム
チ
ェ
ン
ジ
ャ
ー

　
し
か
し
、一
〇
年
前
に
六
重
苦
を
強
調

し
て
き
た
産
業
界
が
再
び
国
際
競
争
力

や
国
内
立
地
競
争
力
懸
念
を
主
張
し
始

め
て
い
る
。

　
き
っ
か
け
と
な
っ
た
の
は
、二
〇
二
〇

能
性
が
あ
る
こ
と
を
強
調
し
続
け
た
。産

業
空
洞
化
危
機
の
指
摘
が
再
び
浮
上
し

た
の
は
な
ぜ
か
。

　
欧
州
は
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
政
策

と
し
て
一
〇
年
間
で
一
二
〇
兆
円
、Ｇ

Ｄ
Ｐ
比
七
％
相
当
額
を
グ
リ
ー
ン
ニ
ュ
ー

デ
ィ
ー
ル
政
策
総
費
用
と
し
て
進
め
る
。

カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
が
成
長
戦
略
と

エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
を
直
結
さ
せ
、国
・
域

内
の
成
長
を
目
指
す
姿
勢
が
鮮
明
に
な

り
つ
つ
あ
る
。翻
っ
て
日
本
は
、グ
リ
ー

ン
成
長
戦
略
の
支
援
基
金
は
一
〇
年
間

で
二
兆
円
、Ｇ
Ｄ
Ｐ
比
は
わ
ず
か
〇
・

四
％
に
と
ど
ま
る
。欧
米
は
、日
本
よ
り

格
段
に
低
い
コ
ス
ト
と
条
件
の
良
い
適
地

の
多
さ
で
風
力
や
太
陽
光
な
ど
設
備
拡

大
が
今
後
も
可
能
な
う
え
、再
生
可
能
エ

ネ
ル
ギ
ー
の
一
つ
で
あ
る
原
子
力
発
電
に

つ
い
て
も
新
型
の
小
型
炉
開
発
で
先
行

す
る
。

　
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
と
連
動
し
た
カ
ー

ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
の
取
組
み
は
、国
と

産
業
・
企
業
の
電
源
構
成
に
占
め
る
再

生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
二
〇
一
九
年
時

点
で
Ｅ
Ｕ
が
三
〇
％
に
対
し
、日
本
は
一

七
％
、家
庭
用
太
陽
光
発
電
コ
ス
ト
も
Ｅ

Ｕ
が
六
・
八
円
な
の
に
対
し
日
本
は
二
一

年
十
月
の
菅
総
理
の
所
信
表
明
演
説
の

「
二
〇
五
〇
年
ま
で
に
、温
室
効
果
ガ
ス

の
排
出
を
全
体
と
し
て
ゼ
ロ
に
す
る
、す

な
わ
ち
二
〇
五
〇
年
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト

ラ
ル
、脱
炭
素
社
会
の
実
現
を
目
指
す
」

と
い
う
脱
炭
素
宣
言
だ
っ
た
。

　
更
に
二
〇
二
〇
年
十
二
月
末
、菅
政
権

は
グ
リ
ー
ン（
脱
炭
素
）と
デ
ジ
タ
ル
を

二
枚
政
策
看
板
に
、グ
リ
ー
ン
成
長
戦
略

を
公
表
、一
四
分
野
・
産
業
の
成
長
へ
向

け
た
技
術
開
発
・
実
装
へ
の
工
程
表
を

ま
と
め
た
。こ
の
時
、提
示
し
た「
水
素

産
業
」「
燃
料
ア
ン
モ
ニ
ア
産
業
」の
成

長
戦
略
は
、温
室
効
果
ガ
ス
の
八
割
弱
程

度
を
占
め
る
二
酸
化
炭
素（
Ｃ
Ｏ
２
）排

出
量
の
九
割
が
エ
ネ
ル
ギ
ー
起
源
で
あ
る

こ
と
を
踏
ま
え
、発
電
に
つ
い
て
は
既
存

の
火
力
発
電
で
石
炭
や
液
化
天
然
ガ
ス

円
と
三
倍
。

　
豊
田
自
工
会
会
長
が
警
鐘
を
鳴
ら
し

た「
日
本
の
輸
出
や
雇
用
が
失
わ
れ
る
可

能
性
」と
い
う
指
摘
は
、米
国
と
Ｅ
Ｕ
で

検
討
が
進
む「
炭
素
国
境
調
整
措
置
」の

存
在
も
念
頭
に
あ
り
そ
う
だ
。こ
の
措
置

は
事
実
上
の
関
税
措
置
と
い
わ
れ
、結
果

的
に
自
国
・
域
内
産
業
の
保
護
に
働
く

と
み
ら
れ
て
い
る
。

　
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
、電
源
構
成
の
行
方

と
、カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
へ
向
け
た

技
術
革
新
の
進
展
に
つ
い
て
、二
〇
三
〇

年
に
一
三
年
比
で
Ｃ
Ｏ
２
削
減
二
六
％
か

ら
四
六
％
削
減
に
引
き
上
げ
る
こ
と
を
菅

総
理
が
表
明
後
、産
業
界
か
ら
は
不
確
実

な
技
術
確
立
時
期
と
、今
後
の
再
生
可
能

エ
ネ
ル
ギ
ー
、火
力
、原
子
力
の
電
源
構

成
へ
の
不
安
の
声
が
増
し
始
め
た
。

　
地
球
温
暖
化
・
気
候
変
動
へ
の
対
応

と
し
て
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
の
取
組

み
が
世
界
の
潮
流
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い

な
い
。今
夏
策
定
の
新
た
な
電
源
構
成
と

脱
炭
素
へ
向
け
建
設
産
業
が
果
た
す
役

割
も
大
き
い
。国
に
対
し
て
は
、「
脱
炭

素
」は
冷
静
な
判
断
に
基
づ
い
た
国
同
士

の
総
力
戦
で
あ
る
こ
と
を
改
め
て
意
識

し
て
ほ
し
い
。
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